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“住みたい”田舎に
　  日南町がランクイン！

↑↑↑宝島社『田舎暮らしの本』2025年2月号「2025年版 住みたい田舎ベストランキング」

【総合部門】・・・・・・・･第９位
【若者世代･単身者部門】・・第10位
【子育て世代部門】・・・・･第５位
【シニア世代部門】・・・・･第13位

　宝島社が実施したアンケートに回答した547
市町村のうち、人口5,000人未満の69自治体。
　その中で特に【子育て世代部門】において5位
という成績を収めました。

○順位の高かった3つの部門の中で、
評価されたポイントをいくつか紹介します。

①若者世代・単身者部門
　・「地域おこし協力隊」を受け入れている
　・独自に集めた求人情報を提供して就職を支援している
　・起業や開業を支援する制度がある
　・林業従事者を求人している組合や団体がある

②子育て世代部門
　・国からの交付金のほかに独自に出産祝い金を交付している
　・おもちゃや椅子など出生を祝う独自のプレゼントを贈っている
　・病後児保育を行っている施設がある
　・児童生徒を海外派遣するプログラムがある

③シニア世代部門
　・シニアが活発に交流できる公民館やコミュニティカフェなどがある
　・地域医療に熱心で、在宅医療や訪問看護に力を入れている医療機関がある
　・デマンドバスや乗り合いタクシーなど交通弱者向けの仕組みがある
　・ごみ出しが困難な世帯を対象に玄関先でごみを収集するなどして支援している

このほかにも
当てはまる項目が
たくさんありました

〇日南町の“住みたくなる”取り組みをご紹介！

〇ドア・ツー・ドア型デマンドバス

　令和４年10月から、町内全域でドア・ツー・ドア型デマンドバス
の運行が開始されました。令和６年７月からは小型車両を導入し、
自宅まで迎えに来て欲しいという住民ニーズにも向き合ってきまし
た。引き続き今後も、地域共助交通の支援など地域で暮らし続けら
れる公共交通施策に取り組みます。

〇たったもカード

　令和４年２月に運用開始した「たったも
カード」は、町内での経済循環とまち活ポイ
ントを活用した住民参画のまちづくりを推進
しています。開始から３年が経過し、チャー
ジ額、利用額とも順調に増加しています。令
和６年度からは公式アプリもスタートし、デ
イリースクラッチやスタンプラリーなどの機
能が加わり、更に便利でお得にご利用いただ
けるようになりました。引き続き町内経済循
環の推進につながる施策の実施に努めます。

〇林業アカデミー

　平成31年４月、林業従事者の確保・育成を目指し、全国初
の町立林業専門学校「にちなん中国山地林業アカデミー」を開
校しました。林業現場での実践重視のカリキュラムにより即戦
力を育成してい
ます。開校以降、
49名が卒業し、
そのうち35％に
あたる17名が町
内で活躍してい
ます。

〇日南町あんしん子育てパッケージ

　「日南町で安心して子育てができるまち」を目指し、令和６年度には、
全国トップクラスの子育て支援策【日南あんしん子育て応援パッケージ】
を打ち出しました。結婚を望む方の出会い・結婚から出産、そして子育て
世代の子育て・教育・進学まで、各ライフステージに応じてサポートして
いきます。
　妊娠・出産・子育てに関してのワンストップ相談支援窓口「こども家庭
センター(こども若者未来課内)」を令和6年度より設置しました。
　《抜粋》●結婚相談所登録費用助成　●出産祝い金
　　　　　●こども園保育料無償　●こども園のおむつ無償
　　　　　●進学等祝い金　●人材育成奨学金　などなど･･･
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林業アカデミー卒業生の動向
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「田舎暮らしの本2025年2月号」で発表された、
「第13回住みたい田舎ベストランキング」。日南町
が人口5,000人未満のまちランキングで総合第９位
にランクインしました。
　豊かな自然、人と人との温かい絆、ゆったりと流
れる時間など、都会にはない日南町の多くの魅力や
取組が一定の評価を得たものです。
　今月の特集は、評価されたポイントや、日南町の
政策にフォーカスをあてて読み解いていきます。


